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　NHK FMが実験放送を開始し
たのは、1957年12月。そしてステ
レオで放送を開始したのは1965
年12月であり、送信アンテナが紀
尾井町から東京タワーに移ったの
が1970年10月だという。私が、ト
リオのFX-46Kという真空管式の
FMチューナーのキットを買ってきて
組み立て、FM放送を聴き出したの

が1966年のこと。よって、私の
FM放送との付き合いは半世紀に
も及ぶ。
　現在は、NHK FM（東京）およ
びJ - W A V Eの送信アンテナが
2012年4月に東京タワーからスカ
イツリーに移ったことにより、当八
王子でも悩みのマルチパスが無く
なり、良い音でのFM放送を満喫し

ている。
　今回は、その半世紀の経験で、
自分なりに得られた“FM放送を良
い音で聴くためのノウハウ”を、ここ
に記してみたい。

　FM放送は、CDを買わなくても
無料かつ良い音で音楽を届けてく
れる貴重なメディア（P117コラム
参照）。しかも特にNHK FMはジャ
ンルが豊富で、自分の知らない
色々な音楽を教えてくれる。Ｊポッ
プから演歌、邦楽、ジャズ、交響
曲、果てはオペラまで、音楽のあら
ゆるジャンルを手軽に楽しむことが
できる。
　よって、FM放送で新しい音楽を
発見し、CDで改めて聴き直すとい
う音楽ライフも、なかなか良いもの
である。もちろん、良好な受信が
出来れば、音質はCDにひけを取ら
ない。また、音楽ではないが魅力
的なのが、NHKのラジオドラマ。

臨場感溢れる素晴らしい音場が体
験できる。
　とはいえ、CDと違って、ラジオ
放送は自分の好きな時に聴けな
い。よって時間に左右されない

“録音”という手段が必要となってく
る。もちろん、なるべく原音を損ね
ない“良い音での録音”をしたいと
ころ。よって、私のFMの楽しみは
録音と一体である。
　1966年当初は、FMチューナー
だけで、録音機材は持っていなか
ったが、1970年代は、チューナー
もトランジスタ式の同じくトリオの
K T -5000に変わり、T E A Cの
A-6010というオープンデッキで録
音していた。今、改めて思い出す
と、このバリコン型チューナーも音
が良かった。
　その後、録音はソニーのMDデ
ッキに変わり、チューナーもKENW
OODのKT-1100Dというシンセサ
イザーチューナーを経て、今は198
2年に発売されたL-02Tという30
年前のFM専用チューナーで聞い
ている（詳細は後述）。振り返る
と、私のチューナーはすべてトリオ

（KENWOOD・現JVCケンウッド）
製であった。
　そして録音も、ソニーの音質劣
化の非常に少ないPCM（パルス
符号変調：pulse code modulati
on）ハードディスクオーディオレコー
ダーNAC-HD1に変わり、10素子
のFMアンテナでとらえたスカイツリ
ーからの良好な電波とあいまって、
直線距離で41kmと少し遠い八王
子ではあるが、最高の音質での受
信を実現できている。
　具体的には、F M放送は全て
NAC-HD1の内蔵タイマーにより、
FMチューナーからアナログ録音し
ており、FMチューナーも同じ時間
帯で電源をON/OFFさせるため、
ソニーのプログラムタイマーPT -

D9Wを使用している。
　私がFM放送の受信において一
番こだわっているのは、特に「人
の声（ボーカル＝歌謡曲など）を良
い音で聴くこと」である。上にも書
いたが、それを実現している現在
の機材は表1のとおりだ。なお、機
材はヘッドホン専用であり、スピー
カーでは聞いていない。
　信号の流れとしては、FMチュー
ナーからのアナログ出力を、NAC-
HD1でハードディスクにデジタル
録音、光で出力してDAコンバータ
でアナログに戻し、音をわざわざア
ナログっぽくするためにライントラン
スMAG-1を経て、STAXのヘッド
ホンアンプSRM-007tAとヘッドホ
ンSR-009で聞いている。

「良い音を聴く」という趣味、いわ
ゆるオーディオの世界だが、私は

「良い音」とは、まさに「主観」だと
思っている。人には音の好き嫌い
があり、自分にとって心地よい音
が、自分の「良い音」なのだ。
　そんな観点での私の好きな音
は、高音がキレイな音である。たと
えばバイオリンの繊細な高域などは

大好きだ。
　それでコンデンサー型ヘッドホン
に行き着いたわけだ。1960年代
には、既にSTAXのコンデンサー
型のヘッドホンS R - 3を買い、
1970年代にはSR-X。スピーカー
は英QUADのコンデンサースピー
カー（ESL）で聴いていた。仕事
の関係で、その後しばらく間が空い
たが、今はSR-009というSTAXの
最高級ヘッドホンと、専用の真空
管式アンプSRM-007tAで聴いて
いる。
　コンデンサー型ヘッドホンは、と
にかく高域が繊細であり、今使って
いるSR-009は、まるで音の粒が
飛んで来るような気がする。でもア
ナウンサーのサ行の摩擦音が自分
はキライなので、それを防止する意
味でわざわざライントランスを入れて
いる。これも、“良い音”に対する自
分の“思い込み”の世界である。
　では、FM放送を少しでも良い音
で聞くためにはどうすれば良いか
･･･。オーディオの世界は別にし
て、アンテナとFMチューナーに絞
って、思うところを述べたい。
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こだわりの機材で
FM放送の魅力を味わう

表1　筆者のFMラジオ受信システム
機材 メーカー・型番 備考

アンテナ マスプロ製10素子FM専用ア
ンテナ FM10 入手不可。予備に同5素子FM5も

FMチューナー KENWOOD製 L-02T
1982年頃の発売。当時30万円。
重量は12kgもあり。ヤフオクで中古
が7〜12万円で入手可能

録音機
ソニー製ハードディスクオー
ディオレコーダー　
NAC-HD1

2009年10月生産終了。当時10万
円。ヤフオクで中古が7〜9万円で
入手可能

DAコンバータ LUXMAN　DA-200 現行品、約15万円

ライントランス LUXMAN　MAG-1 1991年発売。約12万円。廃止品

真空管式ヘッドホンアンプ STAX製　SRM-007tA 現行品、約15万円

ヘッドホン STAX製　SR-009 コンデンサー型イヤースピーカー
現行品、約38万円

プログラムタイマー ソニー製　PT-D9W 廃止品、ヤフオクで2千円程度

筆者が現在使用しているメイン機材。 FMチュー
ナー ・ L-02TとPCM録音機 ・ NAC-HD1。 現用
予備の各2台がある。

こちらもこだわりの機材。 ヘッドホ
ンアンプとヘッドホン、 DAコンバー
タ。

半世紀にわたりFMラジオを聴き続けてきたベテランリスナー。
ブログは…　http://emuzu-2.cocolog-nifty.com/

こ こ ろ え受信の
文／松井良彦

少しでもよい音で聴くために
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アンテナを工夫する01
　FM放送を良い音で聞きたい人
は、FM専用アンテナを屋根の上
に取り付け、出来るだけピュアで、
強力な電波を捕らえることが何より
も重要である。よって、電波の強
弱にかかわらず、なるべく多素子の
アンテナにする。もちろん取り付け
は素人では危ないので、電気屋さ
んに頼む。もし屋根に危険が無く、
自分で建てる場合は、あらかじめイ
ンターネットなどで送信アンテナの
場所を調べておき、地図上で自宅
からの方角を調べて、その方向に
向ける。信号の強さで決める方法
もあるが、強さのピークを取るのが
難しいので、地図上で向きを決め
た方が間違いないだろう。
　FM放送の音質は、ほとんどが FM電波の「質」で

決まってしまう。電
波の「質」とは“マ
ルチパスノイズが無
く”“ノイズの少ない”

“強い電波”のことで
ある。
　送信アンテナか
ら受信場所までの
間に山や高層ビル
などがあると、直接
届く電波と、それら
に反射して届く電波

（マルチパス）が干
渉してしまい、結果
として音がビリつい
たり、ジュルジュルし
たりする。これはピ
アノや時報のような
純音に近い音を聞
くと良く分かる。マ
ルチパスがあると、
時報などの音の後に

「ビーン」というような
“影”が出来てしまう

のだ。もちろん電波の強さも大切
だが、余計な電波（マルチパス）を
拾わないために、なるべく多素子
のアンテナの設置が望ましい（※
注 現在入手できるFMアンテナの
最高は、8素子）。我が家では、
FMチューナーが予備を入れて2台
あるため、10素子と予備用の5素
子のアンテナを、スカイツリーの方
向に向けて設置している。

　一般的に電波が強くなれば、あ
る一定のレベルまではノイズ量が
減り、それ以上は頭打ちになってノ
イズ量は一定になる。また復調した
ときの音のS/N比（ノイズの少な
さ）は、復調器に入力されるFM変
調波と雑音との比（C/N比）に比
例する。
　つまり、電波の強さ（電界強度）
は、直接波とマルチパス（反射波）
の合成だが、大切なのは電波の
中味（C/N比＝FM搬送波に対す

るノイズの少なさ）であり、例えば、
幾ら電界強度が5dB良くなってもノ
イズ分が5dB増えてしまっては、S/
Nは改善されない。よってアンテナ
は、インバータ機器などのノイズ発
生源が近くにある場合は、なるべく
その影響を受けないような場所に
設置する必要がある。
　一方、電波を増幅するブースタ
ーという機器もあるが、音質的には
かえって有害なことが多い。私も
色々なタイプのブースターを試した
が、電波と共にノイズも同時に増
幅してしまうため、レベルは上がっ
ても、S/N（音とノイズの差＝ダイ
ナミックレンジ）の改善にはつなが
らなかった。
　ブースターは、そもそも同軸ケー
ブルや分配器でロスした電波を、
受信機が要求するレベルに補正す
るものであり、ある程度の電界強
度がある場所では、ブースターを入
れてレベルを無理に上げたからとい
ってS/Nが改善するわけではない
のだ。もちろんマンションなど、地デ
ジの電波などを共同受信する場合
などは、伝送する同軸ケーブルの
ロスや分配ロスをブースターで増幅
する必要があり、その場合は、TV
で必要なC/N比を確保するように
設計される。
　もし自分でブースターを設置する
場合には、ブースターに入力する
信号レベルを、ブースターの規定

（許容）入力レベル以下に合わせ
る事が何よりも重要である。例え
ば、利得30dB、入力最大レベル
65dBμV、出力最大レベル95dB
μVのブースターだとすると、入力
に65dBμV以上のレベルを入れる
と、アンプが飽和してしまい、C/N
比が大幅に劣化する可能性がある

（結果として音声出力のノイズが大
きくなる）。
　その時は、入力にアッテネータを

入れて規定入力レベル以内に合
わせるが、ブースターもひとつのノ
イズ発生源でもあるので、ブースタ
ーの増幅度がなるべく小さい製品
を選ぶ。特に家庭内の送り側でブ
ースターを入れる時は、受信側で
同軸の伝送ロスによりレベルが低
くても、アンテナからのレベル（ブ
ースターの入力レベル）は、意外と
大きいことがあるので、ブースター
の過大な入力に注意したい。
　以上により、通常の自宅の屋根
にアンテナを建てられる環境では、
余計な電波（マルチパス）を拾わな
いために、指向性の強いなるべく
多素子のF M専用アンテナを建
て、アンテナから受信機までを、な
るべく“太く短い”同軸ケーブルで

“直接（＝分配器や混合器やコネ
クタを経由しない）”つないで、アン
テナでとらえた良質な微弱信号を、
いかにロスを少なくチューナーに運
ぶかに知恵を絞る。どんなに高級
なチューナーでも電波の質が悪け
れば、決して良い音での受信は出

来ない。
　私の場合（八王子）は、現在の
スカイツリー（FMアンテナは地上
高550m：7kW）が出来るまでの
東京タワー（同204m：10kW）か
らの電波は、新宿副都心の高層ビ
ル群の影響か、マルチパスがひど
く、聞くに堪えなかった。それで、た
またま我が家が小高い山の上にあ
るため、100km先の加波山にある
NHK FM水戸局（標高700m：
出力1kW ）の電波を受信してい
た。手前にある浦和局(5kW)は、
やはり地上設置のアンテナのせい
かマルチパスがあり、山の上の水
戸局の方が、電波は弱いがピュア
だったのだ。
　なお、マンションなどで、自宅に
アンテナを立てられない場合は、
NTTのフレッツ光の「フレッツ・テ
レビ」サービスが便利である。この
サービスはサービス地域が限定さ
れているが、もし自宅がサービス地
域内であれば、月額700円程度
で、光ケーブルでBS・CS・地デ

第2章 マニア的最強機材＆テクニック

図１　マルチパスのイメージ

図2　FMアンテナの特性例

「ノイズ」や
「余計な電波」を避ける

筆者宅に設置されているFMアンテナ（10素子と5素子）。
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ジ、FM波などの電波が送られてく
る。このサービスのFM電波は、各
県域の受信設備のある場所でFM
電波を受信して、それを再送信して
いるので、ベストとは言い難いが、
いちおうの品質は確保されている
のでサービス導入の検討をしてみ
てはいかがだろう。

　さて、前述した電波の質の評価
だが、私は何とか可視化できない
かと、こんな方法で評価している。
　まず一番分かり易い「時報」を、
何らかの方法で「MP3」で録音す
る。そしてフリーソフト「mp3Direc
tCut」で、時報の部分（ポ・ポ・
ポ・“ポーン”の最後の880Hzの
部分：88dB）と、時報前後の無
音の部分（または曲間の無音部）
を切り出す（「選択部の保存」）。
そしてそれぞれの音量を、同じくフリ
ーソフトの「MP3Gain」でレベル
を測定する。そして、その音量の差
をS/N（信号対雑音）比として相
対評価するのだ。
　この方法で色々試してみると、
アンテナの状態（電波の強さ）、
FMチューナーの感度の性能を含
めて、一番大切なノイズの量を数
字で相対評価出来るので、なかな

か便利である（※もちろん、チュー
ナーの機種や、受信局、受信時
間帯などでノイズのレベルは大きく
変わる）。
　そして肝心のマルチパスは、やは
りフリーソフトの「Audacity」で、さ
きほどの“ポーン”部分のmp3ファイ
ルを読み込み、「解析」→「スペクト
ラム」を選ぶと、次ページのようなグ
ラフが得られる。細かい理論は別に
して、放送している880Hzの純音
であるべき“ポーン”が、どのくらいの
純音であるかを評価出来るのだ。
　当八王子で受信していた当時の

東京タワーと現在のスカイツリーの
波形を見ると、その差は歴然であ
る。10素子と5素子との差でも、指
向性の強い10素子は、余計なマル
チパスの電波を拾わないだけ、マル
チパスノイズが少ないことが分かる。
　この方法をアンテナの方向や、
FMチューナーの性能評価（S/N）
に利用してはどうだろう。なお、これ
までFMチューナーのマルチパスメ
ーターや、オシロ出力でも評価して
みたが分かりづらく、この「Audac
i ty 」によるスペクトラム解析が一
番分かり易かった。

　先に述べたように、我が家（八
王子）では、送信アンテナが東京
タワーからスカイツリーに移るまで、
マルチパスノイズが少なかった
100km先の水戸局（燕山・加波
山）を受信していたが、その微弱
電波を受けるにあたって色々と経
験したことを述べてみたい。
　遠距離局を受信するためには、少
しでも強い電波を得るために、なるべ
く高い位置に送信アンテナの方角
に向けた多素子のFM専用アンテ
ナを建てる必要がある。電波の強さ
はノイズの量に大きく影響するが、
電波が弱いと色々な現象が出てく
る。例えば、ウォークマンでFM放送
を受信するような、いわゆる移動式
のアンテナだと、数メートル移動した
だけで、電波が強くなったり弱くなっ
たりする。これは、直接波と反射波
の位相が合って大きくなったり、逆
に打ち消し合って小さくなったりする

ためである。固定アンテナではそれ
ほどレベルは変わらないが、アンテナ
を上下に動かすと2〜3dB位は変わ
る可能性はある。つまり、遠距離か
らの電波は、アンテナの状態で電
波状況は大きく変わるのだ。
　また聴きたい局の送信アンテナ
の方向が、自宅から見て同一方角
でない場合（例えば、川崎で東京と
横浜の局を受信する場合など）は、
それぞれの局の方角に向けた複数
のアンテナが必要になる。そして、
得られた信号（電波）をいかに受信
機にロスを少なくして運ぶかが課題
となる。ケーブルの接続部（コネク
タ部）でもロスは発生するし、同軸
の種類や太さでも変わる（最低でも
5Cを使う）。繰り返すが、電波が弱
いほど、アンテナから“太いケーブル
で直接”つなぎたい。もちろんある程
度のレベルが得られたら、アンテナ
ブースターは使わない。
　なお通常のFMチューナーのレベ
ル計は、ある程度のレベルになると
フルに振れてしまうため、電波の強さ

（電界強度）の測定には使えない。
アンテナの設置を頼んだ電気屋さ
んの持ってくる電界強度計で方角
を決めて貰うのが一番。しかし最近
は、FM帯を測れる機械を持ってい
る店も少ないので、電気屋さんに頼
む時には、FMの電界を測る機械を
持っている事をあらかじめ確認して
おいた方がよいだろう。
　また遠距離からの微弱電波は、
季節によっても、時間帯によって
も変わる。空気の澄んだ時や寒い
時は悪く、空気が湿った時、雨の
降る前の曇の天気の時などは良
い。季節的には冬が悪く、夏が良
い。これらの電波状態は、上の方
法でノイズ量を数字で評価すると、
日や時間によってノイズ量が刻々
と変わることが分かる（※水戸局
の場合、5dB位は変化した）。
　また電波は光のようなものなの
で、山はもちろん木 も々障害物であ
り、季節の落葉樹などの状態によ
ってもレベル変動の原因となること
もある。

時報の部分を切り出す（aの部分）。 時報前部の無音部分（b）を選択して切り出す。

ba

送信所移転前の2012年4月までのもの。マルチパスがひどいのがわかる。

10素子に比べて指向性が悪い分、余計な信号
（マルチパス）が見える。

かなりよいがマルチパスが若干残っている。 スカイツリーに比べると雑音が多いが、マルチ
パスが少ない

10素子のFMアンテナで受信。マルチパスが完全に消えている（画面右）。

「トラック分析」をして、時報部と無音部の音量を測定する。

「mp3DirectCut」で抜き出す！ 「Audacity」でスペクトラム表示してみると…

「MP3Gain」で測定

遠距離局を受信するコツ

東京タワー送信のNHK FM スカイツリー送信のNHK FM（10素子）

スカイツリー送信のNHK FM（5素子） フレッツ・テレビ（八王子） NHK FM水戸局の例（10素子）

電波の質を「目」で
評価してみた
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第2章 マニア的最強機材＆テクニック

チューナーにこだわる02
　私が愛用しているのは、1982
年発売のKENWOODの最高級
FM専用チューナーL-02Tである。
7連バリコン内蔵の、アナログ時
代最後のバリコン型チューナーだ。
これ以降は、精密なバリコンを作る
技術が無くなり、ICによるシンセサ
イザー方式へと移っていった。
　そもそも音は人の好みなのだが、
その中で、私はこのチューナーの
音が柔らかく、暖かく聞こえて好き
である。一時期、同じくKENWOO
Dのデジタルシンセサイザーチュー
ナーKT-1100Dを使っていたが、
音が固く聞こえた。普通のチュー
ナーの音が、団子状だとすると、
L-02Tの音は、砂粒のように聞こ
える。だからアナウンサーの声と共
に、紙の原稿を動かす音も明瞭に
聞こえ、極端にはアナウンサーが
ツバを飲み込む音まで聞こえる。こ
れは、L-02Tに採用されている“ノ
ンスペクトラムIFシステム”と“ノン
ステップ・サンプリング・ホールド
MPX”の効果かも知れない。その

性能ゆえ、発売当時（1982年）
は、30万円という値段と、12キロ
というアンプ並みの大きさと重さ
に、皆度肝を抜かれたと言うが、そ
のけた違いの性能と高音質のた
め、相当の台数が売れたという非
常に有名な製品である。

　一般的に、チューナーはラジオ
なので、受信感度でノイズ量が決
まってくる。しかし感度と音質のバ
ランスが難しい。感度を高めようと
すると、音質が劣化してしまう。
　いかにノイズを少なくするかが課
題のFMチューナーだが、ノイズの
無いFMチューナーでは、林輝彦
氏が設計されたFPGA(Field-Prog
rammable Gate Array)が断トツで
ある。
　このチューナーは、受信したFM
電波をそのままA/Dコンバータによ
ってデジタル信号に変換し、復調
などの信号処理を全てデジタル信

号処理によって行っているため、ほ
ぼ理論通りの出力が得られ、何よ
りもRF部以外は調整部分が無い
ため、経年劣化による特性の変動
もない。また出力は、光出力と共
にRCAのアナログ出力も備えてい
る。
　特性的には、それほど強い電波
を必要とせず（例：60dBμV ）、
70dB以上というS/N比をいとも簡
単に実現してしまう。メーカー製の
F Mチューナーは、強い電波でも
60dBを確保するのがやっとなので、
その性能は驚異的である。そしてひ
ずみ率は0.0数％、左右分離度も
70dBという驚異的な特性である。

　しかし選局は、基本的にRF部
の同調が固定式の1局専用のチュ
ーナーであるため、実用的に周波
数が近い局（3MHz程度）を4つプ
リセットすることになるので注意が
必要である。なお、このチューナー
は市販されていないため、林氏に
個人的にお願いして、マザー基板
を譲って頂き、プログラムしてもらう
必要がある（※詳細は下記URL
参照のこと　http://homepage3.
nifty.com/RadioGaGa/FM/）。

中古チューナーを
入手するときの注意点

　音そのもの、またはFM放送はア
ナログであるためか、FMチューナ
ーは昔のアナログ全盛時代(1980
年代初めまで）のバリコン式のチュ
ーナーが、もっとも音が良いと言わ
れている。しかしもちろん現在は市
販されていない。しかしヤフオクで
は常に色々な昔の機種が出品され
ており、容易に手に入る。
　問題は、数十年前の機器がど
の位の性能を保っているかである。
機器の寿命は、結果的に使ってい
る部品の寿命で決まってしまう。
　図3で分かるように、スイッチなど

の機構部品を除くと、部品のうち
で一番寿命が短いのが電解コンデ
ンサである。一般的に電解コンデ
ンサの寿命は15年と言われている
が、一番の悪化要因は温度であ
る。使用温度も保存温度も低いほ
ど良い（「アレニウスの法則」＝使
用環境の温度が10℃下がると寿
命は2倍に伸びる）。そして最低で
も1年に1時間位は電源を入れて
いないと電解コンデンサの性能は
保てない。もちろんスイッチやリレ
ーなどの機構部品も、使っていな
いと接触不良を起こす。よって、

中古品を手に入れる場合は、温度
や湿度の管理をされていない倉庫
などで、長く電源が入れられていな
い製品などは避けるべきで、年に
最低でも数回使っている、という完
動の製品を選びたい。そして安心
して使うためには、KENWOOD製
品のように、昔の機器でも出来る
限りのメンテナンスをしてくれるメー
カーもあるので（通常のメーカーは
8年ほどで修理・サ−ビスは中
止）、数万円の費用はかかるが、メ
ーカーにオーバーホールに出した方
が良い。なお故障品は部品が無い
ため、ほとんどが修理不能である。
　しかしオーディオ機器の場合、幾
ら古い機器でも、部品を変えること
は、故障の修理など、最小限に留
めるべきである。機器は部品全体
のバランスで成り立っているため、
特に電解コンデンサを交換すると、
音や特性が大きく変わってしまう可
能性があるためだ。

★

　以上、半世紀に亘るFM放送受
信の経験談を書いてきたが、良い
音でFM放送を聞くために、少しで
もヒントになれば幸いである。

林輝彦氏設計のFPGAフルデジタルFMチュー
ナー。現在入手可能な

オススメのチューナー

図3　部品別の使用年数と故障数

「中実耐張碍子」の例（対策不要）

「耐張碍子」の例（ギャップコネクタの取付
が必要）

電
柱
か
ら
の
ノ
イ
ズ
例

　弱いFM電波を受けている
ときに、冬期になると「チリチ
リ」というノイズに悩まされる
ことがある。図は、時報の時
のノイズが乗った例である。
これは電柱の碍子で起こる放
電現象が原因で、電力会社に
クレームを言うと、法に基づい
てきちっと対処してくれる。
　自宅の受信アンテナの周辺
が「中実耐張碍子」であれば
良いが、「耐張碍子」の場合は、
「ギャップコネクタ」というクリ

ップを取り付けて、放電を防ぐ
処置をしてくれる（東電の場
合）。乾燥した秋から冬にかけ
て、チリチリという間欠的（数
時間）なノイズが発生した時
は、いちど電柱を疑うことも
必要かも知れない。

　FM放送が伝送できる周波
数帯域は15KHz程度と言われ
ている（人間の可聴範囲は
20KHz程度）。音楽の場合、
放送局もCDを使っているた
め、音質的にはオリジナルの
CDが一番良いのは言うまで
もない。それを伝送する放送
では、非圧縮のPCM音声だっ
たアナログBSや、PCM有料
CS放送の旧「ミュージックバ
ード」が無くなった現在、音質

的には非圧縮でアナログのま
ま送っているFM放送がオリジ
ナルのCDに次ぐ2番手ではな
いだろうか。それにデジタル
BSや地デジなどが続く。現在
のデジタル放送は、音声信号
を圧縮しているため、ノイズ
は少ないが音は悪く、「radik
o」やNHKの「らじる★らじる」
など）は、さらに強力な音声信
号の圧縮（1/10ほど）をして
いるため、音はよくない。

電柱からのノイズ対策！
FMラジオの音質はよい？
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